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小泉八雲の英語作品
“A Living God ”を中井常蔵
が翻訳・再話．

文部省の教材公募に入選し
、1937年から10年間、
国定国語教科書
（国語読本5年生）に掲載．



稲村の火 史実 あらすじ

1854（安政元）年11月5日（旧暦）、安政南海地震に

よる大津波が紀州藩広村（現在の和歌山県広川町

）を襲いました。このとき、村の郷士、濱口梧陵が、

暗闇の中で逃げ遅れていた村人を、収穫したばか

りの稲を積み上げた「稲むら」に火を放って高台に

導きました。濱口梧陵の自分の財産を投げ打った

犠牲的精神により、多くの命が救われたのです。

※この物語は1937（昭和12）年から10 年間にわたり小学校国語読本

（5 年生）に掲載されました。



稲村の火 災害後の復旧・復興

■津波で田畑は使えず，漁船は流され，家屋も倒され流された

村人の中には希望を失い，村を捨てようとする者も．．．

■震災後の濱口梧陵の行動

(1)被災者のために米・衣服・仮小屋を提供 →それでも村人が流出

(2)「村人自らの手で堤防をつくる」計画を思いつく： 広村堤防

→ 材料費・賃金等，多額の私財を投じ堤防建設
4年後，高さ5m、長さ600mの堤防を完成

(3)堤防建設工事を行う被災者に日当支払い：

→ 村人離散を防ぐ

■広村堤防のその後

1946（昭和21）年昭和南海地震の大津波で、

村の大部分を津波から守った。



稲村の火 堤防を守るあゆみ

大津波(1854年)から50 回忌の1903 年、慰霊と濱口梧陵らの偉
業をしのび、広村の有志による堤防への土盛りが行われた．ｓ

これが「津波祭」の始まり．

以後、毎年11 月に堤防補修と防災意識の継続を意図し､

地元小・中学生による土盛り等が続けられている．



光村図書の国語教科書(5年)
河田先生の話： 儀兵衛の堤防づくりの意義

1.物質的な援助だけでなく，防災事業と住民の
生活援助を合わせて実施

2.住民同士互いに助け合いながら，自分たちが

住むところを守る意識を促した： 共助

3.百年後という長期計画の必要性と有効性を
教えた



ありがとうございました


